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7日（木）、３年生に第１回進路希望調査を配付しました。公立や私立、就職も含めて、自分がいま考えている進路希望を実現するためには、どんな受検方法があるのか。複数の受検方法が用意されている場合は、自分に適しているのはどの形態なのか。第１志望が叶わなかった場合、第２志望の選び方は・・・など考えておかなければならないことは、たくさんあります。まずは、第１志望を決めることをおすすめします。

また、進路決定には家族の理解が必要です。私学を第１志望にするなら、入学金や学費などまとまったお金が必要です。家族に協力してもらえるように、今から努力しておく必要があります。なにより、真剣に自分の将来について家族と話し合っておくことが一番大切です。

今回の進路希望調査は、７月の懇談会で担任と話し合う材料にします。書き方で迷っている人、わからない人は早めに担任の先生と相談するようにしてください。必ず締切を守るように！！

＜締切：６月１４日（木）＞

＜私立高校について＞

　私立高校は，各校の建学の精神に基づく校風づくりをめざしています。宗教的色彩を取り入れた情操教育を行い，独自の特色を生かした校風をかかげて教育を行っている学校がほとんどです。学科やコース，部活動，就職，進学率等に，各学校が工夫を凝らし,しのぎを削っているのが現状です。そのような事がらをよく調べてから選択することが必要です。私立高校を受験するということは，その高校を希望して受験するということなので，単独選抜により合否が決定します（第２，３希望の学科，コースに合格するという場合もあります）。

  私立高校を選択する際には，次のような点を確認しておきましょう。
①建学の精神、②独自の校風（中高一貫教育，短大,大学との連携など）、③教育内容（科・コース・多彩な内
容の教育課程，クラブ活動での実績など）、④共学校または男子校,女子高か⑤生活指導はどうか（しつけ，服
装規律など）⑥独自の入試制度（専願者の優遇措置は？推薦制度は？併願の取り扱いは？）⑦卒業生の進路（大
学・短大・就職先）

　私立高校にはいろいろな学科があり，その学科の中に多彩なコースを細分化するところが増えてきました。学科，コースの選択は，将来の進路を決める上で重大な意味をもっています。各科の内容をよく調べ,自分の適性や将来の進路をよく考えて慎重に決めることが大切です。

また，私立高校と公立高校との大きな違いは学費の面です。学費は各学校によって多少の違いはありますが，入学金，施設費などは平均的に１０～１５万円程度で，授業料は月々４～５万円程度，その他の諸経費（生徒会費・PTA会費・教科書・参考書代，制服代，修学旅行積立金等）を入れると初年度は年間８０万円～100万円超の負担になります。２年目からは授業料や雑費だけになる学校がほとんどです。授業料については，平成22年度より国の就学支援金制度や府のあんしん修学支援事業によって，所得の状況により軽減が図られるようになりました。ただし，現中学３年生が対象となる平成30年度については同様の事業が継続されるかどうかは未定です。交通機関（市バス・地下鉄・私鉄・ＪＲ，スクールバスなど）や通学時間・運賃なども知っておきましょう。また，高校ごとに学業奨学金・スポーツ奨学金等の援助制度もあります。経費の面については，保護者の方とじゅうぶん相談して下さい。

　公立高校の場合と同様に，私立高校にも定時制課程（綾羽高校：滋賀県など）や通信制課程（京都西山高校通信制，京都つくば開成高校，クラーク記念国際高校、KTC中央高等学院等）の高校があり，それぞれ特色ある学科・ｺｰｽが設置されています。

●私立高校受験の際の留意点

　私立高校を受験する場含，受験の仕方として専願・推薦と併願（一般）の２つがあります。　
●専願・推薦
　専願とは，「合格すれば必ずその高校に行きます」という約束で受験することで，入試科目の得点がやや有利に扱われます。不合格のときは公立高校や他の私立高校を受験することはできます。

　また，私立高校によっては，推薦という制度を設けている学校もあります。推薦というのは，高校側が一定の基準を設けていて，その基準を満たし，しかも人物としてすぐれている場合に，中学校長が推薦します。推薦の基準は学校によって異なります。推薦はその学校を特に希望して受験するのですから，各私立高校も受験については，試験科目を少なくするなど，できるだけ有利なように配慮してくれますが，すべての受験者が合格するわけではなく，試験でも一定の合格基準点を取らなければなりません。
●併願（一般）
　併願（一般）とは，「その高校も受験するが，他の高校も受験します」という受験のしかたです。併願でよくあるのは，私立高校も受けて，公立高校も受けるという併願です。この場合，私立高校が合格しても，その私立高校へは必ずしも入学しなくてもかまいません（公立高校に合格した場合は必ず入学しなければなりません）。また，他の私立高校とは入試日が異なっていて，私立高校を２校受験できる場合があります。両方の私立高校とも併願で受験する場合は，希望の順番はどうなのか，担任の先生にしっかり意志表示をしておいてください（合格発表後の手続が関係してきます）。

　＊私立高校の考査は，京都・大阪では，例年2月10日頃に統一して実施されます。試験科目は５教科（国語・社会・数学・理科・英語）や３教科，または受験生の選択で実施されるところが多いです。面接試験はほとんどの学校で行われます。服装・頭髪・爪・言葉遣いなどやしっかりした受け答え，明確な意志を持って受験しているかなどを見られます。
＜専修学校・各種学校について＞
　各種学校とは，仕事や趣味，教養として必要な知識や技能などを習得するための目的を持って設置された学校の総称ですが，その中で，一定の基準を満たした教育機関として専修学校が設置されています。専修学校には高等課程（中卒以上を対象：高等専修学校ともいいます），専門課程（高卒以上を対象：専門学校ともいいます），一般課程（入学条件なし）の３つの課程があります。高等課程を修了すると，就職の際に高卒と同等と見なされます。また，専修学校の中には通信制高等学校と連携していて，卒業すると高校卒業資格も取得できる学校もあります。私立高校より学費が高いところもあるので，保護者の方とよく相談してください。
